
 
 
 

 

【作成事例７】浸水に対する地域特性を表示した事例 
（愛知県丹羽郡扶桑町：水害対応ガイドブック） 
内水・洪水の浸水想定区域図をもとに「もしも、あの川の堤防が決壊したら」など地域の特徴

や危険箇所などをまとめたマップを作成し、住民に対し地域に潜む危険を喚起している。 

 
内水・洪水浸水想定区域図等に基づき、どのよ

うな浸水被害が生じ得るのか統括的に表示 



 
 
 

 

【作成事例８】建物種別階別の適切な避難行動を示した事例 
（愛知県清須市：水害対応防災ガイドブック） 
住民に対してより適切な避難情報を提供することを目的に、建物種別階別の避難行動を分かり

やすく示している。ただし、他のハザードマップよりも、住民の浸水イメージの固定化や行政依

存意識を高める可能性が大きいため、特定のある想定シナリオに基づく検討結果であることを伝

えることが特に重要である。 

 

 

清須市の場合、庄内

川、新川、五条川（下

流部）が決壊した場合

の 3シナリオを設定 



 
 
 

 

【作成事例９】概略的に浸水危険区域を表示した事例（岐阜県岐南町：ハザードブック洪水編） 
浸水に対して危険な区域をあえて概略で示して、浸水イメージの固定化を防ぐとともに、住民

の「わかりにくいから知りたい」という欲求を喚起し、行政と住民とのコミュニケーションのき

っかけを狙っている。なお、これは冊子形式で、このマップの後ろには浸水想定区域図（洪水）

が掲載されている。 



 
 
 

 

【作成事例１０】外国語版の事例（滋賀県草津市：洪水・内水ハザードマップ） 
日本語と外国語の部分的な併記ではなく、外国語版としている事例である。紹介事例は英語版、

スペイン語版、ポルトガル語版、中国語版、韓国語版が用意されており、情報面・地図面共に完

全な外国語表記となっている。（下図は各言語版の情報面より抜粋） 
 

 
 

 
 

スペイン語版 ポルトガル語版 

中国語版 韓国語版 

英語版（情報面） 



 
 
 

 

【作成事例１１】避難所の詳細情報（標高、階数等）を記載している事例 

（鹿児島県指宿市：防災ハザードマップ） 
各避難所の階層、標高、収容人数等の詳細情報を記載している事例である。また、一次避難所、

二次避難所の分けや、災害別（風水害、地震、津波、噴火）に利用できる避難所情報について記

載をすることで、住民に対してより適切な避難情報を提供することが可能となる。 
 

 

地図上にも標高を記載 

拡大図 



 
 
 

 

【作成事例１２】時系列の浸水想定区域図の作成事例（滋賀県守山市：防災マップ） 
最大浸水深以外に、時系列の浸水想定区域図を作成することで、雨の時間の経過とともに浸水

する範囲が変化するということを住民にイメージしてもらうことが可能となる。また、適切な避

難ルートの選定の際にも活用が期待される。 
 

 


